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日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介

未
来
の
可
能
性
を

広
げ
る
環
境
が
こ
こ
に
あ
る

文
化
・
教
育
・
福
祉
の
充
実
を
重
点
施
策

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
市
の
強
い
要

請
を
受
け
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

が
開
校
し
た
の
は
、
昭
和

年
４
月
。

５７

以
来
、
札
内
の
大
地
か
ら
夢
を
持
ち
、
そ

の
道
の
プ
ロ
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
、

専
門
知
識
と
技
術
を
修
め
た
多
く
の
若
者
た

ち
を
社
会
へ
送
り
出
し
て
き
ま
し
た

今今
月
号
で
は
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専

今
月
号
で
は
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門門

学
校
の
学
科
や
進
学
、
就
職
活
動
の
サ
ポ

学
校
の
学
科
や
進
学
、
就
職
活
動
の
サ
ポ
ーー

ト
体
制
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ト
体
制
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。。

～
大
学
３
年
次
編
入
制
度
～

平
成

年
度
に
学
校
教
育
法
の
一
部
が

１０

改
正
さ
れ
、
専
門
学
校
か
ら
大
学
３
年
次

に
編
入
で
き
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
か
ら
は
、

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
東
京
工
科
大
学

（
姉
妹
校
）
や
室
蘭
工
業
大
学
な
ど
に
、

こ
れ
ま
で

人
が
編
入
し
て
い
ま
す
。

４５

今
年
度
も
４
人
の
学
生
が
編
入
試
験
に

合
格
。
室
蘭
工
業
大
学
に
は
、

年
連
続

１０

で
合
格
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
は
、
学

生
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

１
年
次
か
ら
２
年
次
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
就
職
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を

数
多
く
育
成
し
て
き
た
日
本
工
学
院
北
海

道
専
門
学
校
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
・
公
務
員
系
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
系
、
建
設
系
、
医
療
系
と
多
彩
な

学
科
（

・

ペ
ー
ジ
『
学
科
紹
介
』
を

１０

１１

ご
覧
く
だ
さ
い
）
を
そ
ろ
え
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
担
う
若
者
た
ち
が
、
未
来
の
た

め
に
興
味
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

１
年
次
後
期
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、

学
校
が
独
自
に
製
作
し
て
い
る
『
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』
を
配
付
。
こ
の
冊

子
を
も
と
に
企
業
訪
問
の
仕
方
や
履
歴
書

の
書
き
方
、
面
接
の
受
け
方
な
ど
就
職
活

動
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
ま
す
。

そ
の
後
、
入
社
試
験
や
面
接
に
慣
れ
る
た

め
、
就
職
模
擬
試
験
や
模
擬
面
接
を
行
い

ま
す
。

さ
ら
に
企
業
の
方
を
招
い
た
就
職
セ
ミ

ナ
ー
や
学
内
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
合
同

企
業
説
明
会
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
、

学
生
の
就
職
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
内

定
を
獲
得
す
る
ま
で
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
か
ら
開
設
し
た
医
療
秘
書

１９

科
で
は
、
１
年
次
か
ら
医
療
事
務
に
欠
か

せ
な
い
資
格
の
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。

授
業
や
補
講
だ
け
で
な
く
、
独
自
の
模

擬
試
験
な
ど
試
験
前
の
対
策
講
座
を
実
施

し
て
強
力
に
資
格
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
。
こ

れ
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
事
務
の
中
で
も

最
も
重
要
な
業
務
の
一
つ
で
あ
る
診
療
報

酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
の
作
成
能
力
を

認
定
す
る
『
診
療
報
酬
請
求
事
務
能
力
認

定
試
験
』
（
全
国
平
均
合
格
率

・
３
％
）

３３

に

人
（
合
格
率

・
０
％
）
が
合
格
し

１４

５６

ま
し
た
。

ま
た
難
関
な
資
格
で
あ
る
秘
書
技
能
検

定
準
１
級
（
全
国
平
均
合
格
率

・
６
％
）

３１

に
３
人
が
合
格
す
る
な
ど
、
早
く
も
高
い

実
績
を
出
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
知
識
を
増
や
し
た
い

学
生
の
た
め
に

多
彩
な
学
科
を
そ
ろ
え
、

多
く
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育
成

学
生
の
就
職
活
動
を

し
っ
か
り
、
サ
ポ
ー
ト

医
療
事
務
の
仕
事
に
は
欠
か
せ
な
い

難
関
資
格
に
多
数
の
合
格
者


